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SOI 技術を用いた高位置分解能中性子検出器の開発研究  
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超冷却中性子（UCN）を用いることで、重力相互作用を受ける中性子の量子状態の研

究が可能になってきた[1]。重力に束縛される中性子は、高さ z0 = 6 µmでスケールさ

れる波動関数分布を示すため、スリットを通過した UCN の鉛直方向の分布を詳細に計測

することで弱い等価原理を量子状態で検証できる可能性がある。この研究では中性子を

1 µmより優れた位置分解能で計測する必要がある。 

FPIX は SOI(silicon-on-insulator)技術を用いたピクセルサイズ 8 µm角の微細ピク

セル検出器であり、荷電粒子に対して半導体対検出器としては世界最高性能の分解能

0.65 µm の位置計測を可能とした[2]。FPIX に B 膜を形成し、中性子との反応から発生

するα粒子の位置を精密に計測することで、位置精度に優れた中性子検出器が実現でき

る可能性がある。 

本開発研究では、先ずα線に対する FPIX の応答を調べ、複数ピクセル間の電荷分布

から達成できる位置分解能を評価した。中性子の位置測定に適用する場合、B膜から発

生する斜めに走るα線（または Li）の影響がどのように電荷分布に現れるかが重要に

なるが、FPIX の優れた空間分解能でどのように中性子位置測定が達成できるかを考察

する。 
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